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年から操業している歴史ある会社であり「バイオから宇

スローガンに掲げる大企業です。油化、化成、ディスプレイ、ライフサイエンス、

薬などの事業を行い、海外にも多くの事業所があります。尼崎工場は、脂肪酸関連製品の主

要工場であり、天然の油脂を原料として各種の脂肪酸とグリセリンを製造し、それらを原料

として数多くの機能性物質の製品化が行われています。今回の見学会では、甲子園球場

個分という広大な敷地にあるグリセリンの蒸留施設やプラントなどを見せていただき、実際

に操業されている様子を知ることができました。

油化学研究所では、油脂とその誘導体、界面活

ヘルスケア分野における新たな製品の開発が行なわれています。研究員の発想力などを刺激

するため、施設内は主に白とオレンジに塗り分けられていました。細かい部分にまで研究員

に対する会社の配慮がうかがえました。実験室には、ドラフトのみの部屋や酸クロライドな

ど反応性の高い化学物質を扱うためのドラフトを配置した部屋などがあり、特定の目的のた

めにつくられた部屋が多く存在することに驚きました。研究室や実験室では多くの研究員の

方が研究されており、女性研究員も多く活躍されている様子でした。

女性の雇用を増やしていく方針で、内定者の内訳における女性の割合を

ことを目標とされているそうです。また、長期的目標を達するための研究室もあり、花粉の

ました。これを標品としてドイツ公定法で 2-MCPD

しました。さらに、実際のグリシジルエステルから

を無視することができないことを示しました。また

MCPD

ているが、結果としてメモリー効果が働くためほとんど誤差を生ぜずに

きていることを明らかとしました。また、本研究では、

MCPD

の標品を用いた検量線を必要とせずに

以上がオレオマテリアル賞の研究内容となります。現在、我々の研究所では

量に保有しているというアドバンテージを生かして

導体のリパーゼ活性、さらには吸収過程の解明に取り組んでいます。

なステージまで進展したのは、共同研究者の皆様のご努力によ

るものです。ここに感謝の意を表します。

理工学研究科

日（金）、オレオマテリアル部会ウィークエンドセミナーにて日油株式会

社を訪問しました。今回の見学会では会社の説明をしていただき、その後尼崎工場・油化学

年から操業している歴史ある会社であり「バイオから宇

スローガンに掲げる大企業です。油化、化成、ディスプレイ、ライフサイエンス、

薬などの事業を行い、海外にも多くの事業所があります。尼崎工場は、脂肪酸関連製品の主

要工場であり、天然の油脂を原料として各種の脂肪酸とグリセリンを製造し、それらを原料

として数多くの機能性物質の製品化が行われています。今回の見学会では、甲子園球場

個分という広大な敷地にあるグリセリンの蒸留施設やプラントなどを見せていただき、実際

に操業されている様子を知ることができました。

油化学研究所では、油脂とその誘導体、界面活

ヘルスケア分野における新たな製品の開発が行なわれています。研究員の発想力などを刺激

するため、施設内は主に白とオレンジに塗り分けられていました。細かい部分にまで研究員

に対する会社の配慮がうかがえました。実験室には、ドラフトのみの部屋や酸クロライドな

ど反応性の高い化学物質を扱うためのドラフトを配置した部屋などがあり、特定の目的のた

めにつくられた部屋が多く存在することに驚きました。研究室や実験室では多くの研究員の

方が研究されており、女性研究員も多く活躍されている様子でした。

女性の雇用を増やしていく方針で、内定者の内訳における女性の割合を

ことを目標とされているそうです。また、長期的目標を達するための研究室もあり、花粉の

3

MCPD

しました。さらに、実際のグリシジルエステルから

を無視することができないことを示しました。また

、3

ているが、結果としてメモリー効果が働くためほとんど誤差を生ぜずに

きていることを明らかとしました。また、本研究では、

MCPD

の標品を用いた検量線を必要とせずに

以上がオレオマテリアル賞の研究内容となります。現在、我々の研究所では

量に保有しているというアドバンテージを生かして

導体のリパーゼ活性、さらには吸収過程の解明に取り組んでいます。

なステージまで進展したのは、共同研究者の皆様のご努力によ

理工学研究科

日（金）、オレオマテリアル部会ウィークエンドセミナーにて日油株式会

社を訪問しました。今回の見学会では会社の説明をしていただき、その後尼崎工場・油化学

年から操業している歴史ある会社であり「バイオから宇

スローガンに掲げる大企業です。油化、化成、ディスプレイ、ライフサイエンス、

薬などの事業を行い、海外にも多くの事業所があります。尼崎工場は、脂肪酸関連製品の主

要工場であり、天然の油脂を原料として各種の脂肪酸とグリセリンを製造し、それらを原料

として数多くの機能性物質の製品化が行われています。今回の見学会では、甲子園球場

個分という広大な敷地にあるグリセリンの蒸留施設やプラントなどを見せていただき、実際

に操業されている様子を知ることができました。

油化学研究所では、油脂とその誘導体、界面活

ヘルスケア分野における新たな製品の開発が行なわれています。研究員の発想力などを刺激

するため、施設内は主に白とオレンジに塗り分けられていました。細かい部分にまで研究員

に対する会社の配慮がうかがえました。実験室には、ドラフトのみの部屋や酸クロライドな

ど反応性の高い化学物質を扱うためのドラフトを配置した部屋などがあり、特定の目的のた

めにつくられた部屋が多く存在することに驚きました。研究室や実験室では多くの研究員の

方が研究されており、女性研究員も多く活躍されている様子でした。

女性の雇用を増やしていく方針で、内定者の内訳における女性の割合を

ことを目標とされているそうです。また、長期的目標を達するための研究室もあり、花粉の

MCPD

しました。さらに、実際のグリシジルエステルから

を無視することができないことを示しました。また

3-MCPD

ているが、結果としてメモリー効果が働くためほとんど誤差を生ぜずに

きていることを明らかとしました。また、本研究では、

MCPD フェニルホウ酸エステルのフラグメント化

の標品を用いた検量線を必要とせずに

以上がオレオマテリアル賞の研究内容となります。現在、我々の研究所では

量に保有しているというアドバンテージを生かして

導体のリパーゼ活性、さらには吸収過程の解明に取り組んでいます。

なステージまで進展したのは、共同研究者の皆様のご努力によ

理工学研究科

日（金）、オレオマテリアル部会ウィークエンドセミナーにて日油株式会

社を訪問しました。今回の見学会では会社の説明をしていただき、その後尼崎工場・油化学

年から操業している歴史ある会社であり「バイオから宇

スローガンに掲げる大企業です。油化、化成、ディスプレイ、ライフサイエンス、

薬などの事業を行い、海外にも多くの事業所があります。尼崎工場は、脂肪酸関連製品の主

要工場であり、天然の油脂を原料として各種の脂肪酸とグリセリンを製造し、それらを原料

として数多くの機能性物質の製品化が行われています。今回の見学会では、甲子園球場

個分という広大な敷地にあるグリセリンの蒸留施設やプラントなどを見せていただき、実際

に操業されている様子を知ることができました。

油化学研究所では、油脂とその誘導体、界面活性剤などに関する応用研究や、資源、環境、

ヘルスケア分野における新たな製品の開発が行なわれています。研究員の発想力などを刺激

するため、施設内は主に白とオレンジに塗り分けられていました。細かい部分にまで研究員

に対する会社の配慮がうかがえました。実験室には、ドラフトのみの部屋や酸クロライドな

ど反応性の高い化学物質を扱うためのドラフトを配置した部屋などがあり、特定の目的のた

めにつくられた部屋が多く存在することに驚きました。研究室や実験室では多くの研究員の

方が研究されており、女性研究員も多く活躍されている様子でした。

女性の雇用を増やしていく方針で、内定者の内訳における女性の割合を

ことを目標とされているそうです。また、長期的目標を達するための研究室もあり、花粉の

MCPD 量を定量できることを世界で初めて立証

しました。さらに、実際のグリシジルエステルから 5%

を無視することができないことを示しました。また

MCPD

ているが、結果としてメモリー効果が働くためほとんど誤差を生ぜずに

きていることを明らかとしました。また、本研究では、

フェニルホウ酸エステルのフラグメント化

の標品を用いた検量線を必要とせずに

以上がオレオマテリアル賞の研究内容となります。現在、我々の研究所では

量に保有しているというアドバンテージを生かして 2

導体のリパーゼ活性、さらには吸収過程の解明に取り組んでいます。

なステージまで進展したのは、共同研究者の皆様のご努力によ

理工学研究科

日（金）、オレオマテリアル部会ウィークエンドセミナーにて日油株式会

社を訪問しました。今回の見学会では会社の説明をしていただき、その後尼崎工場・油化学

年から操業している歴史ある会社であり「バイオから宇

スローガンに掲げる大企業です。油化、化成、ディスプレイ、ライフサイエンス、

薬などの事業を行い、海外にも多くの事業所があります。尼崎工場は、脂肪酸関連製品の主

要工場であり、天然の油脂を原料として各種の脂肪酸とグリセリンを製造し、それらを原料

として数多くの機能性物質の製品化が行われています。今回の見学会では、甲子園球場

個分という広大な敷地にあるグリセリンの蒸留施設やプラントなどを見せていただき、実際

性剤などに関する応用研究や、資源、環境、

ヘルスケア分野における新たな製品の開発が行なわれています。研究員の発想力などを刺激

するため、施設内は主に白とオレンジに塗り分けられていました。細かい部分にまで研究員

に対する会社の配慮がうかがえました。実験室には、ドラフトのみの部屋や酸クロライドな

ど反応性の高い化学物質を扱うためのドラフトを配置した部屋などがあり、特定の目的のた

めにつくられた部屋が多く存在することに驚きました。研究室や実験室では多くの研究員の

方が研究されており、女性研究員も多く活躍されている様子でした。

女性の雇用を増やしていく方針で、内定者の内訳における女性の割合を

ことを目標とされているそうです。また、長期的目標を達するための研究室もあり、花粉の

量を定量できることを世界で初めて立証

5%

を無視することができないことを示しました。また

MCPD

ているが、結果としてメモリー効果が働くためほとんど誤差を生ぜずに

きていることを明らかとしました。また、本研究では、

フェニルホウ酸エステルのフラグメント化

の標品を用いた検量線を必要とせずに

以上がオレオマテリアル賞の研究内容となります。現在、我々の研究所では

2-MCPD

導体のリパーゼ活性、さらには吸収過程の解明に取り組んでいます。

なステージまで進展したのは、共同研究者の皆様のご努力によ

理工学研究科

日（金）、オレオマテリアル部会ウィークエンドセミナーにて日油株式会

社を訪問しました。今回の見学会では会社の説明をしていただき、その後尼崎工場・油化学

年から操業している歴史ある会社であり「バイオから宇

スローガンに掲げる大企業です。油化、化成、ディスプレイ、ライフサイエンス、

薬などの事業を行い、海外にも多くの事業所があります。尼崎工場は、脂肪酸関連製品の主

要工場であり、天然の油脂を原料として各種の脂肪酸とグリセリンを製造し、それらを原料

として数多くの機能性物質の製品化が行われています。今回の見学会では、甲子園球場

個分という広大な敷地にあるグリセリンの蒸留施設やプラントなどを見せていただき、実際

性剤などに関する応用研究や、資源、環境、

ヘルスケア分野における新たな製品の開発が行なわれています。研究員の発想力などを刺激

するため、施設内は主に白とオレンジに塗り分けられていました。細かい部分にまで研究員

に対する会社の配慮がうかがえました。実験室には、ドラフトのみの部屋や酸クロライドな

ど反応性の高い化学物質を扱うためのドラフトを配置した部屋などがあり、特定の目的のた

めにつくられた部屋が多く存在することに驚きました。研究室や実験室では多くの研究員の

方が研究されており、女性研究員も多く活躍されている様子でした。

女性の雇用を増やしていく方針で、内定者の内訳における女性の割合を

ことを目標とされているそうです。また、長期的目標を達するための研究室もあり、花粉の

量を定量できることを世界で初めて立証

5%程度の

を無視することができないことを示しました。また

MCPD、グリシドールが複雑に相互変換し

ているが、結果としてメモリー効果が働くためほとんど誤差を生ぜずに

きていることを明らかとしました。また、本研究では、GC

フェニルホウ酸エステルのフラグメント化

の標品を用いた検量線を必要とせずに

以上がオレオマテリアル賞の研究内容となります。現在、我々の研究所では

MCPD

導体のリパーゼ活性、さらには吸収過程の解明に取り組んでいます。

なステージまで進展したのは、共同研究者の皆様のご努力によ

化学生命工学専攻

日（金）、オレオマテリアル部会ウィークエンドセミナーにて日油株式会

社を訪問しました。今回の見学会では会社の説明をしていただき、その後尼崎工場・油化学

年から操業している歴史ある会社であり「バイオから宇

スローガンに掲げる大企業です。油化、化成、ディスプレイ、ライフサイエンス、

薬などの事業を行い、海外にも多くの事業所があります。尼崎工場は、脂肪酸関連製品の主

要工場であり、天然の油脂を原料として各種の脂肪酸とグリセリンを製造し、それらを原料

として数多くの機能性物質の製品化が行われています。今回の見学会では、甲子園球場

個分という広大な敷地にあるグリセリンの蒸留施設やプラントなどを見せていただき、実際

性剤などに関する応用研究や、資源、環境、

ヘルスケア分野における新たな製品の開発が行なわれています。研究員の発想力などを刺激

するため、施設内は主に白とオレンジに塗り分けられていました。細かい部分にまで研究員

に対する会社の配慮がうかがえました。実験室には、ドラフトのみの部屋や酸クロライドな

ど反応性の高い化学物質を扱うためのドラフトを配置した部屋などがあり、特定の目的のた

めにつくられた部屋が多く存在することに驚きました。研究室や実験室では多くの研究員の

方が研究されており、女性研究員も多く活躍されている様子でした。

女性の雇用を増やしていく方針で、内定者の内訳における女性の割合を

ことを目標とされているそうです。また、長期的目標を達するための研究室もあり、花粉の

量を定量できることを世界で初めて立証

程度の

を無視することができないことを示しました。また

、グリシドールが複雑に相互変換し

ているが、結果としてメモリー効果が働くためほとんど誤差を生ぜずに

GC-MS

フェニルホウ酸エステルのフラグメント化

の標品を用いた検量線を必要とせずに

以上がオレオマテリアル賞の研究内容となります。現在、我々の研究所では

MCPD

導体のリパーゼ活性、さらには吸収過程の解明に取り組んでいます。

なステージまで進展したのは、共同研究者の皆様のご努力によ

化学生命工学専攻

日（金）、オレオマテリアル部会ウィークエンドセミナーにて日油株式会

社を訪問しました。今回の見学会では会社の説明をしていただき、その後尼崎工場・油化学

年から操業している歴史ある会社であり「バイオから宇

スローガンに掲げる大企業です。油化、化成、ディスプレイ、ライフサイエンス、

薬などの事業を行い、海外にも多くの事業所があります。尼崎工場は、脂肪酸関連製品の主

要工場であり、天然の油脂を原料として各種の脂肪酸とグリセリンを製造し、それらを原料

として数多くの機能性物質の製品化が行われています。今回の見学会では、甲子園球場

個分という広大な敷地にあるグリセリンの蒸留施設やプラントなどを見せていただき、実際

性剤などに関する応用研究や、資源、環境、

ヘルスケア分野における新たな製品の開発が行なわれています。研究員の発想力などを刺激

するため、施設内は主に白とオレンジに塗り分けられていました。細かい部分にまで研究員

に対する会社の配慮がうかがえました。実験室には、ドラフトのみの部屋や酸クロライドな

ど反応性の高い化学物質を扱うためのドラフトを配置した部屋などがあり、特定の目的のた

めにつくられた部屋が多く存在することに驚きました。研究室や実験室では多くの研究員の

方が研究されており、女性研究員も多く活躍されている様子でした。

女性の雇用を増やしていく方針で、内定者の内訳における女性の割合を

ことを目標とされているそうです。また、長期的目標を達するための研究室もあり、花粉の

量を定量できることを世界で初めて立証

程度の

を無視することができないことを示しました。また

、グリシドールが複雑に相互変換し

ているが、結果としてメモリー効果が働くためほとんど誤差を生ぜずに

MS

フェニルホウ酸エステルのフラグメント化

の標品を用いた検量線を必要とせずに

以上がオレオマテリアル賞の研究内容となります。現在、我々の研究所では

MCPD の毒性の解明や、その脂肪酸誘

導体のリパーゼ活性、さらには吸収過程の解明に取り組んでいます。

なステージまで進展したのは、共同研究者の皆様のご努力によ
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日（金）、オレオマテリアル部会ウィークエンドセミナーにて日油株式会

社を訪問しました。今回の見学会では会社の説明をしていただき、その後尼崎工場・油化学

年から操業している歴史ある会社であり「バイオから宇

スローガンに掲げる大企業です。油化、化成、ディスプレイ、ライフサイエンス、

薬などの事業を行い、海外にも多くの事業所があります。尼崎工場は、脂肪酸関連製品の主

要工場であり、天然の油脂を原料として各種の脂肪酸とグリセリンを製造し、それらを原料

として数多くの機能性物質の製品化が行われています。今回の見学会では、甲子園球場

個分という広大な敷地にあるグリセリンの蒸留施設やプラントなどを見せていただき、実際

性剤などに関する応用研究や、資源、環境、

ヘルスケア分野における新たな製品の開発が行なわれています。研究員の発想力などを刺激

するため、施設内は主に白とオレンジに塗り分けられていました。細かい部分にまで研究員

に対する会社の配慮がうかがえました。実験室には、ドラフトのみの部屋や酸クロライドな

ど反応性の高い化学物質を扱うためのドラフトを配置した部屋などがあり、特定の目的のた

めにつくられた部屋が多く存在することに驚きました。研究室や実験室では多くの研究員の

方が研究されており、女性研究員も多く活躍されている様子でした。

女性の雇用を増やしていく方針で、内定者の内訳における女性の割合を

ことを目標とされているそうです。また、長期的目標を達するための研究室もあり、花粉の

量を定量できることを世界で初めて立証
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社を訪問しました。今回の見学会では会社の説明をしていただき、その後尼崎工場・油化学

年から操業している歴史ある会社であり「バイオから宇

スローガンに掲げる大企業です。油化、化成、ディスプレイ、ライフサイエンス、

薬などの事業を行い、海外にも多くの事業所があります。尼崎工場は、脂肪酸関連製品の主

要工場であり、天然の油脂を原料として各種の脂肪酸とグリセリンを製造し、それらを原料

として数多くの機能性物質の製品化が行われています。今回の見学会では、甲子園球場

個分という広大な敷地にあるグリセリンの蒸留施設やプラントなどを見せていただき、実際

性剤などに関する応用研究や、資源、環境、

ヘルスケア分野における新たな製品の開発が行なわれています。研究員の発想力などを刺激

するため、施設内は主に白とオレンジに塗り分けられていました。細かい部分にまで研究員

に対する会社の配慮がうかがえました。実験室には、ドラフトのみの部屋や酸クロライドな

ど反応性の高い化学物質を扱うためのドラフトを配置した部屋などがあり、特定の目的のた

めにつくられた部屋が多く存在することに驚きました。研究室や実験室では多くの研究員の

方が研究されており、女性研究員も多く活躍されている様子でした。

女性の雇用を増やしていく方針で、内定者の内訳における女性の割合を

ことを目標とされているそうです。また、長期的目標を達するための研究室もあり、花粉の

量を定量できることを世界で初めて立証
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社を訪問しました。今回の見学会では会社の説明をしていただき、その後尼崎工場・油化学

年から操業している歴史ある会社であり「バイオから宇

スローガンに掲げる大企業です。油化、化成、ディスプレイ、ライフサイエンス、

薬などの事業を行い、海外にも多くの事業所があります。尼崎工場は、脂肪酸関連製品の主

要工場であり、天然の油脂を原料として各種の脂肪酸とグリセリンを製造し、それらを原料

として数多くの機能性物質の製品化が行われています。今回の見学会では、甲子園球場

個分という広大な敷地にあるグリセリンの蒸留施設やプラントなどを見せていただき、実際

性剤などに関する応用研究や、資源、環境、

ヘルスケア分野における新たな製品の開発が行なわれています。研究員の発想力などを刺激

するため、施設内は主に白とオレンジに塗り分けられていました。細かい部分にまで研究員

に対する会社の配慮がうかがえました。実験室には、ドラフトのみの部屋や酸クロライドな

ど反応性の高い化学物質を扱うためのドラフトを配置した部屋などがあり、特定の目的のた

めにつくられた部屋が多く存在することに驚きました。研究室や実験室では多くの研究員の

方が研究されており、女性研究員も多く活躍されている様子でした。

女性の雇用を増やしていく方針で、内定者の内訳における女性の割合を

ことを目標とされているそうです。また、長期的目標を達するための研究室もあり、花粉の
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社を訪問しました。今回の見学会では会社の説明をしていただき、その後尼崎工場・油化学

年から操業している歴史ある会社であり「バイオから宇

スローガンに掲げる大企業です。油化、化成、ディスプレイ、ライフサイエンス、

薬などの事業を行い、海外にも多くの事業所があります。尼崎工場は、脂肪酸関連製品の主

要工場であり、天然の油脂を原料として各種の脂肪酸とグリセリンを製造し、それらを原料

として数多くの機能性物質の製品化が行われています。今回の見学会では、甲子園球場

個分という広大な敷地にあるグリセリンの蒸留施設やプラントなどを見せていただき、実際

性剤などに関する応用研究や、資源、環境、

ヘルスケア分野における新たな製品の開発が行なわれています。研究員の発想力などを刺激

するため、施設内は主に白とオレンジに塗り分けられていました。細かい部分にまで研究員

に対する会社の配慮がうかがえました。実験室には、ドラフトのみの部屋や酸クロライドな

ど反応性の高い化学物質を扱うためのドラフトを配置した部屋などがあり、特定の目的のた

めにつくられた部屋が多く存在することに驚きました。研究室や実験室では多くの研究員の

方が研究されており、女性研究員も多く活躍されている様子でした。実際会社としても今後、

女性の雇用を増やしていく方針で、内定者の内訳における女性の割合を

ことを目標とされているそうです。また、長期的目標を達するための研究室もあり、花粉の

量を定量できることを世界で初めて立証
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日（金）、オレオマテリアル部会ウィークエンドセミナーにて日油株式会

社を訪問しました。今回の見学会では会社の説明をしていただき、その後尼崎工場・油化学

年から操業している歴史ある会社であり「バイオから宇

スローガンに掲げる大企業です。油化、化成、ディスプレイ、ライフサイエンス、

薬などの事業を行い、海外にも多くの事業所があります。尼崎工場は、脂肪酸関連製品の主

要工場であり、天然の油脂を原料として各種の脂肪酸とグリセリンを製造し、それらを原料

として数多くの機能性物質の製品化が行われています。今回の見学会では、甲子園球場

個分という広大な敷地にあるグリセリンの蒸留施設やプラントなどを見せていただき、実際

性剤などに関する応用研究や、資源、環境、

ヘルスケア分野における新たな製品の開発が行なわれています。研究員の発想力などを刺激

するため、施設内は主に白とオレンジに塗り分けられていました。細かい部分にまで研究員

に対する会社の配慮がうかがえました。実験室には、ドラフトのみの部屋や酸クロライドな

ど反応性の高い化学物質を扱うためのドラフトを配置した部屋などがあり、特定の目的のた

めにつくられた部屋が多く存在することに驚きました。研究室や実験室では多くの研究員の

実際会社としても今後、

女性の雇用を増やしていく方針で、内定者の内訳における女性の割合を

ことを目標とされているそうです。また、長期的目標を達するための研究室もあり、花粉の

量を定量できることを世界で初めて立証

が生成することがわ
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日（金）、オレオマテリアル部会ウィークエンドセミナーにて日油株式会

社を訪問しました。今回の見学会では会社の説明をしていただき、その後尼崎工場・油化学

年から操業している歴史ある会社であり「バイオから宇

スローガンに掲げる大企業です。油化、化成、ディスプレイ、ライフサイエンス、

薬などの事業を行い、海外にも多くの事業所があります。尼崎工場は、脂肪酸関連製品の主

要工場であり、天然の油脂を原料として各種の脂肪酸とグリセリンを製造し、それらを原料

として数多くの機能性物質の製品化が行われています。今回の見学会では、甲子園球場

個分という広大な敷地にあるグリセリンの蒸留施設やプラントなどを見せていただき、実際

性剤などに関する応用研究や、資源、環境、

ヘルスケア分野における新たな製品の開発が行なわれています。研究員の発想力などを刺激

するため、施設内は主に白とオレンジに塗り分けられていました。細かい部分にまで研究員

に対する会社の配慮がうかがえました。実験室には、ドラフトのみの部屋や酸クロライドな

ど反応性の高い化学物質を扱うためのドラフトを配置した部屋などがあり、特定の目的のた

めにつくられた部屋が多く存在することに驚きました。研究室や実験室では多くの研究員の

実際会社としても今後、

女性の雇用を増やしていく方針で、内定者の内訳における女性の割合を 30 %

ことを目標とされているそうです。また、長期的目標を達するための研究室もあり、花粉の
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MCPD に関する研究が

なステージまで進展したのは、共同研究者の皆様のご努力によ

修士課程

日（金）、オレオマテリアル部会ウィークエンドセミナーにて日油株式会

社を訪問しました。今回の見学会では会社の説明をしていただき、その後尼崎工場・油化学

年から操業している歴史ある会社であり「バイオから宇

スローガンに掲げる大企業です。油化、化成、ディスプレイ、ライフサイエンス、

薬などの事業を行い、海外にも多くの事業所があります。尼崎工場は、脂肪酸関連製品の主

要工場であり、天然の油脂を原料として各種の脂肪酸とグリセリンを製造し、それらを原料

として数多くの機能性物質の製品化が行われています。今回の見学会では、甲子園球場

個分という広大な敷地にあるグリセリンの蒸留施設やプラントなどを見せていただき、実際

性剤などに関する応用研究や、資源、環境、

ヘルスケア分野における新たな製品の開発が行なわれています。研究員の発想力などを刺激

するため、施設内は主に白とオレンジに塗り分けられていました。細かい部分にまで研究員

に対する会社の配慮がうかがえました。実験室には、ドラフトのみの部屋や酸クロライドな

ど反応性の高い化学物質を扱うためのドラフトを配置した部屋などがあり、特定の目的のた

めにつくられた部屋が多く存在することに驚きました。研究室や実験室では多くの研究員の

実際会社としても今後、
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日（金）、オレオマテリアル部会ウィークエンドセミナーにて日油株式会

社を訪問しました。今回の見学会では会社の説明をしていただき、その後尼崎工場・油化学

年から操業している歴史ある会社であり「バイオから宇

スローガンに掲げる大企業です。油化、化成、ディスプレイ、ライフサイエンス、

薬などの事業を行い、海外にも多くの事業所があります。尼崎工場は、脂肪酸関連製品の主

要工場であり、天然の油脂を原料として各種の脂肪酸とグリセリンを製造し、それらを原料

として数多くの機能性物質の製品化が行われています。今回の見学会では、甲子園球場

個分という広大な敷地にあるグリセリンの蒸留施設やプラントなどを見せていただき、実際

性剤などに関する応用研究や、資源、環境、

ヘルスケア分野における新たな製品の開発が行なわれています。研究員の発想力などを刺激

するため、施設内は主に白とオレンジに塗り分けられていました。細かい部分にまで研究員

に対する会社の配慮がうかがえました。実験室には、ドラフトのみの部屋や酸クロライドな

ど反応性の高い化学物質を扱うためのドラフトを配置した部屋などがあり、特定の目的のた

めにつくられた部屋が多く存在することに驚きました。研究室や実験室では多くの研究員の

実際会社としても今後、
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日（金）、オレオマテリアル部会ウィークエンドセミナーにて日油株式会

社を訪問しました。今回の見学会では会社の説明をしていただき、その後尼崎工場・油化学

年から操業している歴史ある会社であり「バイオから宇宙まで」を

スローガンに掲げる大企業です。油化、化成、ディスプレイ、ライフサイエンス、

薬などの事業を行い、海外にも多くの事業所があります。尼崎工場は、脂肪酸関連製品の主

要工場であり、天然の油脂を原料として各種の脂肪酸とグリセリンを製造し、それらを原料

として数多くの機能性物質の製品化が行われています。今回の見学会では、甲子園球場

個分という広大な敷地にあるグリセリンの蒸留施設やプラントなどを見せていただき、実際

性剤などに関する応用研究や、資源、環境、

ヘルスケア分野における新たな製品の開発が行なわれています。研究員の発想力などを刺激

するため、施設内は主に白とオレンジに塗り分けられていました。細かい部分にまで研究員

に対する会社の配慮がうかがえました。実験室には、ドラフトのみの部屋や酸クロライドな

ど反応性の高い化学物質を扱うためのドラフトを配置した部屋などがあり、特定の目的のた

めにつくられた部屋が多く存在することに驚きました。研究室や実験室では多くの研究員の

実際会社としても今後、

に引き上げる

ことを目標とされているそうです。また、長期的目標を達するための研究室もあり、花粉の

量を定量できることを世界で初めて立証

が生成することがわ

直接観測法を利用

、グリシドールが複雑に相互変換し

類を定量で

イオン化の原理

フェニルホウ酸エステルのフラグメント化
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の毒性の解明や、その脂肪酸誘

に関する研究が

なステージまで進展したのは、共同研究者の皆様のご努力によ
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